
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 
 

思
い
起
こ
せ
ば
、
宮
司
プ
レ
ス
を
発
行
し
た
の
は
、

宮
司
就
任
一
年
を
迎
え
た
、
平
成
十
八
年
六
月
五
日
の

こ
と
で
し
た
。 

歳
月
の
流
れ
は
、
少
し
も
止
ま
ら
ず
、

八
年
八
ヶ
月
を
経
て
、
待
望
の
百
号
に
到
達
い
た
し
ま

し
た
。 

明
治
天
皇
様
は
、 

「
大
空
に 

そ
び
え
て
み
ゆ
る 

高
嶺
に
も 

 
 
 
 
 
 
 

登
れ
ば
登
る 

道
は
あ
り
け
り
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
い
う
御
製
（
ぎ
ょ
せ
い
）

を
お
詠
み
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

よ
う
や

く
、
こ
こ
ま
で
辿
（
た
ど
）
り
着
き
ま
し
た
。 

こ
れ

も
、
ひ
と
え
に
、
一
言
の
感
想
や
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て

く
れ
た
人
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
を
楽
し
み
に
し
て

く
れ
て
い
る
人
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
支
え
れ
ば
こ

そ
で
あ
り
ま
す
。 

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

感
激
も
一
入
（
ひ
と
し

お
）
で
す
。 

こ
の
百
号
を
一
つ
の
通
過
点
と
し
て
、

さ
ら
な
る
、
「
お
陰
様
で
」
と
い
う
謙
虚
な
心
を
忘
れ

ず
に
山
の
高
み
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

実
は
、

古
の
人
々
は
、「
光
」
を
「
か
げ
」
と
読
ま
せ
ま
し
た
。 

そ
こ
に
、
あ
た
た
か
い
日
差
し
が
、
ふ
り
そ
そ
ぎ
光
が

あ
て
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、「
影
（
か
げ
）」
が
で
き 

     

る
の
で
す
。 

「
お
陰
様
」
で
は
な
く
て
、「
お
光
様
」

な
の
で
す
。 

 

宮
司
プ
レ
ス
の
編
集
発
行
を
自
分
一
人
で
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
机
の
パ
ソ
コ
ン
に
集
中
し
て
向
か
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
家
族
や
職
員
さ
ん
の
配
慮
や
気

づ
か
い
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。 

時
に
は
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
と
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
り
し
て
、
切
磋
琢

磨
（
せ
っ
さ
た
く
ま
）
で
き
た
賜
物
で
す
。 

特
に
、

実
家
の
母
か
ら
の
辛
口
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
は
、
救
わ
れ

ま
し
た
。 

ま
さ
に
、
宮
司
プ
レ
ス
発
行
の
「
お
光
様
」

で
す
。 

◇
発
行
当
時
は
、
神
社
庁
（
じ
ん
じ
ゃ
ち
ょ
う
）
の
教

化
部
（
き
ょ
う
か
ぶ
）
と
い
う
部
署
に
あ
る
、
教
化
講

師
会
（
き
ょ
う
か
こ
し
か
い
）
と
い
う
講
演
講
師
の
資

格
も
有
せ
ず
、
目
下
、
取
得
に
む
け
て
刻
苦
勉
励
（
こ

っ
く
べ
ん
れ
い
）
の
時
で
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
中
、

こ
の
宮
司
プ
レ
ス
の
発
行
は
、
講
演
の
資
料
作
り
の
一

面
を
に
な
い
つ
つ
、
講
演
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
貢
献
し

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

平
成
十
八
年
に
は
、
講
師

会
の
講
師
補
、
さ
ら
に
、
平
成
二
十
一
年
に
は
、
講
師

に
任
じ
ら
れ
、
現
在
、
は
か
ら
ず
も
、
講
師
会
副
会
長

を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

私
の
講
演
講
師
の
歩
み

は
、「
宮
司
プ
レ
ス
」
と
共
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

講
演
を
依
頼
さ
れ
ま
す
と
、
こ

の
宮
司
プ
レ
ス
の
既
刊
号
（
き
か
ん
ご
う
）
を
資
料
と

し
な
が
ら
、
講
演
録
を
作
成
し
ま
す
。 

一
号
の
内
容

を
詳
し
く
お
話
し
ま
す
と
、
約
三
十
分
の
お
話
に
構
築

で
き
ま
す
の
で
、
依
頼
さ
れ
た
時
間
に
よ
っ
て
は
、
二

号
な
い
し
三
号
の
既
刊
号
を
編
集
し
た
り
と
工
夫
を

要
し
ま
す
。 

つ
ま
り
、
本
日
発
行
の
「
宮
司
プ
レ
ス
」

を
含
め
て
、
百
号
の
既
刊
号
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、

三
十
分
の
百
倍
、
つ
ま
り
は
、
三
千
分
、
五
十
時
間
の

講
演
資
料
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。 

あ
ら
た
め
て
、

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

前
置
き
が
、
長
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
百
号
突
破
の
記
念
、
餞
（
は

な
む
け
）、
ご
祝
儀
と
い
う
こ
と
で
、
ご
容
赦
く
だ
さ

い
。 

◇
明
治
時
代
の
神
道
家
（
し
ん
と
う
か
）
で
あ
る
、
本

田
親
徳
（
ほ
ん
だ 

ち
か
あ
つ
）
は
、
「
産
土
百
首
」

の
な
か
で
、 

「
音
に
聞
き 

眼
に
見
え
る
物
等
（
も
の
ら
） 

 

悉
（
こ
と
ご
と
）
に 

産
土
神
（
う
ぶ
す
な
が
み
）
の 

神
身
（
み
み
）
に
こ
そ
あ
れ
」 

 

と
、
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
音

に
聞
き
眼
に
見
え
る
物
、
当
た
り
前
の
こ
と
に
も
、
神

の
な
せ
る
わ
ざ
と
、
心
か
ら
「
感
謝
」
を
し
「
感
動
」

し
て
、
そ
の
こ
と
を
皮
膚
か
ら
心
に
し
み
込
ま
せ
る
、

「
涵
養
（
か
ん
よ
う
）」
す
る
、「
三
感
（
さ
ん
か
ん
」」

と
い
う
謙
虚
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
た
い
と

 

宮
司
プ
レ
ス 

百 

号 
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思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
眼
に
は
見
え
な
い
大
自
然

の
大
き
な
力
、
産
土
神
の
お
働
き
、
命
を
授
け
て
く
れ

た
親
、
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
道
の
師
匠
、

先
達
、
今
い
か
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
社
会
、「
産
土
神
」

「
親
」「
師
匠
」「
社
会
」
四
つ
の
恩
に
報
い
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
「
四
恩
」
で
、
今
あ
る
命
に
感
謝
を

し
、
三
感
四
恩
（
さ
ん
か
ん
し
お
ん
）
」
の
心
が
け
を

忘
れ
ず
に
、
謙
虚
に
お
つ
と
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

特
に
今
年
は
、
戦
後
七
十
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
最
小

限
の
軍
事
力
で
、
最
大
限
の
経
済
的
繁
栄
を
実
現
さ
れ

た
先
人
た
ち
の
ご
恩
に
も
報
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

◇
今
年
は
、
旧
暦
で
、
新
年
に
な
る
前
に
立
春
が
来
る
、

「
年
内
立
春
（
ね
ん
な
い
り
っ
し
ゅ
ん
）」
で
す
。 

季

節
の
上
で
は
、
春
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
、「
三
寒
四
温
（
さ
ん
か
ん
し
お
ん
）」
と
い
わ

れ
ま
す
の
で
、
季
節
に
あ
や
か
り
、
前
向
き
に
少
し
づ

づ
伸
び
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 
 

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

◇
一
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
歳
旦
祭 

 
 
□

本
宮 

 

＊
一
月
一
日 

午
前
八
時
半 

 
 

 
 

 
□

兼
務
社 

 
 

◆
田
の
首
八
幡
宮 

 
 
 

＊
一
月
一
日 

午
前
０
時
半 

 
 

◆
六
連
島
八
幡
宮 

 
 
 

＊
一
月
十
一
日 

 
□

末
社 

 
 

◆
福
浦
金
刀
比
羅
宮 

 
 
 

＊
一
月
一
日 

午
前
一
時 

 
 

◆
貴
布
禰
神
社 

午
前
６
時
半 

▼
元
始
祭 

＊
一
月
三
日 

▼
会
社
関
係
安
全
祈
願
祭
参
拝 

 

＊
一
月
四
日
～
六
日 

▼
月
次
祭 
 

◆
福
浦
金
刀
比
羅
宮 

＊
一
月
十
日 

 

◆
本
宮 

 
 
 
 
 

＊
一
月
十
五
日 

 
▼
ど
ん
ど
焼
き 

 
◆
本
宮 

＊
一
月
十
八
日 

 

◆
田
の
首
八
幡
宮 

＊
一
月
十
二
日 

 

▼
養
殖
わ
か
め
火
入
式 

＊
一
月
二
十
日 

 
 

※
山
口
県
漁
協
南
風
泊
支
店 

 

▼
防
災
訓
練 

＊
一
月
二
十
四
日 

 
 

※
田
の
首
八
幡
宮 

 
 
 
 
 
 

 

◇
一
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◆
田
の
首
八
幡
宮
新
年
会 

＊
一
月
十
二
日 

 
 

◆
維
蘇
志
会
新
年
会 

＊
一
月
十
八
日 

 
 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
三
役
会 

 
 
 

＊
一
月
十
六
日 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
新
年
総
会 

 
 
 

＊
一
月
十
九
日 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
顧
問
参
与
会 

 

＊
一
月
二
十
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 
 

◇
例
会 

＊
一
月
七
日
、
十
四
日
、
二
十
一
日
、

二
十
八
日 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

◇
下
関
Ｒ
Ｃ
卓
話 

 

＊
一
月
二
十
六
日 

 

▼
教
誨
活
動
、
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 
 

◇
集
合
教
誨(

男
子
、
女
子) 

 
 
 

＊
一
月
二
十
六
日 

 
 

▼
倫
理
法
人
会 

 
 

◆
下
関
市
倫
理
法
人
会 

 
 
 
 

◇
早
朝
清
掃
奉
仕
、
参
拝 

＊
一
月
七
日 

 
 

◆
下
関
市
中
央
倫
理
法
人
会 

 
 
 

◇
参
拝 

＊
一
月
五
日 

 
 
 

◇
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

 
 
 
 

＊
一
月
八
日 


